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論 文 内 容 の 要 旨

循環器疾患の診断に占める核医学の役割は飛躍的に増大しつつあり,いわゆる心臓核医学として日常の

臨床に欠かせない検査法となっている｡特に201TB心筋シンチグラムの出現は,心筋血流分布のイメージ

化という点で画期的であり,種々の負荷による一過性の心筋虚血をも描出可能にしたが,そのSenSitivity

は必ずしも満足できるものではないO本研究では201TB心筋シソチグラムの信頼性を向上させる目的で,

BOITB心筋摂取率の定量化と 7頑nholecollimator/による心筋断層シンチグラムの臨床応用を行い,そ～

の臨床的意義について検討した｡ ′
㌔

1,201TB心筋摂取率測定による心筋血流の評価

被検者を座位にして胸部前面に シソチレーションカメラを設定し, 201TB2mCiを肘静脈よりbolus

で投与,初期5分間′の動態画像をデータ処理装置に入力したo これより,投与量に対する5分間の心筋

摂取率を求めi運動負荷前後の比較を行なった｡ 201TBは静脈内投与後,中心循環系を通過,左室より

全身の血流分布に応じて末檎各臓器に配分され,速やかに血中から消失するoSapirsteinの indicator

fractionationprincipleによれば, 各臓器の摂取率は心拍出量に対する分配血流比を示すと考えられ,

201TB心筋摂取率は心拍出量に対する心筋血流の比として近似できる.

安静時心筋摂取率は,正常対照群に比して肥大型心筋症群,冠動脈疾患群で高値を示し,心筋重量の増

加による影響が考えられたO これに対して bicycleergometerによる亜最大負荷により,正常例では

75土11%の増加を認めたが,冠動脈疾患群ではこの増加率が低値或いは減少を示し,冠動脈狭窄の程度と

逆比例を示した｡心仕事量の指標として doubleproduct(収縮期血圧×心拍数)を取り, 負荷による心

筋摂取率との関係を見ると,正常例では心仕事量の増加に対応した心筋摂取率の増加を認めるのに対して,

冠動脈疾患ではこの比例関係が認められず,心筋酸素需要の増加に心筋血流量の増加が対応できない状態

を示すものと考えられる｡

2.7-pinholecollimatorによる心筋断層シンチグラム

7-pinholeconimatorによる断層シンチグラムは,通常のシンチカメラに工夫した7つのピンホ-ルを
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有するコリメータを装着して,計算機処理によりシンチカメラに平行な前額面の断層像を構成する方法で

ある. 201TB2mCiを静注授与して通常の心筋シソチグラムを撮像後,左前斜位 (LAO)にて左室心筋

の短軸断層像を,右前斜位 (RAO)にて長軸断層像を求めた｡ 更に,心電図のR波に triggerをかけた

心拍同期法によるデータ採取を行い,断層像を心拍同期画像として観察したO

7-pinboleconimatorによる心筋断層シンチグラムは,従来の シソチグラムではしばしば判定が困難

となる下壁梗塞や,心内膜下梗塞において,前後の重なりを避けて欠損を描出できる点で,鮒lTA心筋シ

ンチグラムの有効性を高めると考えられた｡心拍同期法の併用は,心内膜側の壁運動を血流分布イメー

ジと同時に観察できるので,特に小さな梗塞の所在の同定に有効である｡肥大型心筋症では,不物等肥大

の部位とその程度の推定に有効であった｡これらの断層シンチグラムは病変の部位により,左室短軸或い

は長軸の適当な分向からの断層面を選択することが重要である｡

201TB心筋シンチグラムの global な定量化と簡便な断層シンチグラムの臨床的意義を検討し,201TB

心筋シンチグラムの倍額性を更に向上させる方法であることを示した0

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

201Tl心筋シンチグラフィの診断精度を向上させる目的で, 301Tl心筋摂取率の定量化と 7-pinhole

collimatorによる心筋断層シンチグラフィを施行し,その臨床上の有用性について検索した｡

201T12mCiを肘静脈よりbolusで授与し,その初期動態画像より投与量に対する心筋摂取率を求め,

運動負荷前後の比較を行った｡安静時心筋摂取率は肥大型心筋症群および冠動脈疾患群で高値を示し,心

筋重量の増加による影響が考えられた｡運動負荷により正常では心仕事量の増加に対応した心筋摂取率を

増加を認めたが,冠動脈疾患では,この増加率は低く,心筋酸素需要の増加に心筋血流の増加が対応でき

ない状態を示すものと考えられた｡

また,i7-pinholecollimator を用いて心筋断層シソチグラムを作成し, 従来のシンチグラムと比較し

た｡断層シンチグラムは,従来の心筋シンチグラムでしばしば判定の困難な下壁梗塞および小さな梗塞の

検出に有効であった｡

以上の研究は,従来の心筋シンチグラフィの診断精度を向上させる方法として有効であることを示した

ものである｡

従って,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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